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最先端科学技術と科学教育

4月15日から開催されたMEX金沢とEメッセ金沢

は、昨年を上回る来場者があり、盛況のうちに閉会し

ました。 特にEメッセ金沢は若い世代の人気を博し、

過去最高の入場を記録したそうです。 ごく自然に最先

端科学技術を駆使したテレビゲ ー ム、ケ ータイ・ パ ソ

コンで遊ぶ子供たちを目にすると、メカより情報・電

子に興味が向くのも時代の流れなのかなと感じます。

この10数年の情報技術・ コンピュ ー タの急速な進歩

によって、子供たちと科学の出会いや科学する環境は

大きく変わった気がします。 現代の子供たちは、パ ソ

コンから情報を得ることができるし、テレビ屯話、電

気自動車も少し足を伸ばせば見ることができます。 ま

た、ナノという世界があること、 クロ ー ン牛などとい

うSF小説のような生物の存在も知っています。

ただ、どのような出会いであっても、その中から素

直で敏感に「どうして？」「なぜだろう？」を発見で

きる子供を育てること、また、そうした子供の心の芽

生えを敏感に感じ取れる大人を育てることが科学教育

の役割であることは、昔も今も変わりはないと思いま

す。 大切なのはこうした環境の変化に、教育のやり方、

あり様を上手に適応させることです。

石川県科学教育振興会会長
津田駒工業株式会社代表取締役社長

戸 上 一 浩

産業界に目を向けると、やはりこの10年くらいで世

界の珠境は大きく変わりました。 日本の産業が世界の

舞台で生き残り、再び世界をリ ー ドするためには、や

はり日本固有の技術開発、他にまねのできない製品開

発を進める以外にない。 そのためには、こうした技術

開発ができる人材、科学する人材を梢極的に育成しな

ければ、これは実現できない。 企業人とし て、科学教

育の進め方は日本の産業の将来に関わる大きな課題で

あるという危機感を持っています。

過日、新入社員が「鉄の塊から、カタチあるものを

生み出すことに喜びを感じる」と社会人の希望を語っ

ていました。 彼らの容姿は昔と比べてずいぶんカッコ

よくなり、これから造り出すものも10年前とはカタチ

も性能も比較にならないほど俊れたものです。 けれど

も「生み出す喜び」を求める情熱は、先附たちと同じ

なんだなと思います。
． ． ． ．

ノ ー ベル宜受宜の小柴教授は若い後附に「仕事の卵

を抱いていてほしい」とおっしゃいましたが、そうし

た若い世代が増えるとともに、その中に「科学の卵」

「科学の迫伝子」を持った若者が増えることを期待し

てやみません。
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第41回 越馬徳治科学賞

～平成15年度受賞者・受賞校の業績～

平成15年度の越馬徳冶科学宜の表彰式・助成金交付

式は、 平成16年2月13日（金）に石川県教育センタ ー

で、 山岸勇相談役、 中村健一副会長のご出席をいただ

き、 業界や学校関係者参列のもと開催されました。 受

宜者、 受宜校に、政状・助成金ならびに記念品などが

授与されました。（本文中の勤務校や所属は平成15年

度のものです。）

1. 個人表彰

0個人賞

石川県立金沢二水高等学校教諭 谷 口 豊

金沢市立兼六中学校を初任に、 金沢市立工業高等学

校、県立津幡高等学校を経て現在に至る。 化学部を指

甜し、河川 の水質調査を継続的に研究した。 その成果

は、全国高等学校総合文化祭をはじめ数々の研究発表

会で報告され、高い評価をうけている。また、「青少年の

ための科学の祭典」の講師、県高等学校教育研究会理化

部会理事等を歴任するなど科学教育の推進に貢献して

いる。

石川県立大聖寺高等学校教諭 西 口 靖 彦

県立津幡高等学校を初任に、 同小松明峰高等学校、

同寺井高等学校を経て現在に至る。 アゲハ、 シダム 、ン

（ヒトデ類の寄生虫）、 ボルネオ島の霊長類など、 動物

学に関する多数の研究があり、 日本生物教育会全国大

会をはじめ、 数多くの発表を行ってきた。 特にシダム

シの研究は世界的にも稀であり、 今後の成果が期待さ

れている。 また、「いしかわ高校生物のつどい」での

講師、県高等学校教育研究会生物部会におけるAV教

材開発、 深境教育、 海外研修等のグル ー プリ ー ダ ー な

ど多岐にわたり貢献している。

津幡町立津幡南中学校教諭 末 吉 英 一

津幡町立太白台小学校を初任に、 宇ノ気町立宇ノ気

中学校、 津幡町立津幡中学校などを経て現在に至る。

多くの教育実践の実績があり、 「太白台の森」の研究

等で数々の宜を受宜した。 また、 宇ノ気中学校では

「生徒指迎の機能を生かした理科教育」をテ ー マに授

業・研究発表を行った。 内灘中学校科学部を指迎し、

20年間におよぶ河北潟の水質調査をまとめ、 環境省珠

-2-

境管理局水環境部長表彰の原動力となった。 また湖iij

研究会に参加、 自然観察会や講演会を実施、 自然観察

を通して環境教育を推進している。

金沢市立西南部中学校教諭 嶋 耕 二

金沢大学教育学部附属中学校を初任に、 金沢市立北

嗚中学校を経て現在に至る。 金沢大学教育学部附属教

育実践研究指甜センタ ー 研究員、 日本理科教育学会会

員、県教育工学研究会組織担当事務局次長等を務める。

理科に関する数多くの研究業績をあげ、 理科教育学会

や教育工学研究会、 理科に関する雑誌などで成果を発

表した。 また、宇宙少年団分団リ ー ダ ー、金沢市中文連

理科研究発表会への発表指甜などにも携わり、科学教

育の振典や後進の育成に貢献している。

金沢市立泉野小学校教諭 中 村 典 広

金沢市立森本小学校を初任に、 同西小学校、 同十一

屋小学校、 同中央小学校等を経て現在に至る。 常に子

どもの目線に立った理科学習を実践し、県および市の

委託研究、 越馬徳治科学教育研究奨励、県理科教育研

究大会等で、 その成果を発表した。 また、 教員対象の

理科実技研修の講師をはじめ、 科学教室や科学クラブ

の指導員として児童に携わり、県発明工夫展では学校

宜受宜に甜く等、 科学教育の推進に貢献している。

金沢市立粟崎小学校教諭 奥 村 豊 美

金沢市立十一屋小学校を初任に、 同長田町小学校、

同明成小学校を経て現在に至る。 理科の授業づくりに

ついて、 主に高学年を中心とした事例研究を継続的に

続け、 越馬徳治科学教育研究奨励や日本理科教育学会

で発表、 各種雑誌・書籍等にも多数投稿している。 ま

た、 児童の科学作品の指甜、 学習帳やカリキュラムの

作成等にも精力的に取り組み、 理科実技研修の講師も

務めている。

〇功労賞

加賀市立湖北小学校教頭 山 本 芳 夫

加賀市立作見小学校を初任に、 小松地方教育事務所

（現小松教育事務所）指迎主事、 加賀市立山代小学校

教頭を経て現在に至る。 その間、 主に生物に関する研

究に取り組み、県奨励研究や越馬徳治科学教育研究奨



励にも応募した。 県ナチュラリストバンク（現いしか

わ自然学校）講師として、長年県内の理科指迎に務め、

鴨池観察館友の会を設立、自然教育行事の支援も行っ

ている。 県理科教育研究協議会加賀市教育振興会小学

校理科研究部部長、県科学教育振興会理事を歴任して

いる。

石川県立小松工業高等学校教諭 安 津 謙 二

県立門前高等学校を初任に、同小松北高等学校、同

小松商業高等学校等を経て現在に至る。 理科同好会に

よる酸性雨や大気中の窒索酸化物の調査を指郡、成果

をインタ ー ネット上で公開し合同発表を行うなど、情

報通信ネットワ ー クを活用した理科教育に俊れた業績

を修めた。 また、北信越理化学協会理事等を歴任し、

平成14年度には北信越理科教育研究会石川大会事務局

長をつとめるなど、県内外にわたって活躍している。

2. 学校表彰

金沢市立泉中学校 （校長 野崎 義孝）

当該校は評価を生かし個に応じた指母を実践し、実

験観察コ ー ナ ー の設四などの環境教育に取り組んでお

り、平成14、15年度に高峰宜学校宜を受宜している。

科学部の活動も活発で、多くの俊秀な研究を行ってい

る。 研究テ ー マも岩石の調査、星の観察、学校園での

ケナフ栽培など多岐にわたり、金沢市科学作品展でも

俊秀な成績をおさめている。 また、夏休みサイエンス

教室や金沢市中学生夢空間の運営補助など校外の理科

活動にも貢献している。

金沢市立諸江町小学校 （校長 戸田 教一）

当該校は、理科好きな子どもたちの育成をめざし、

開発的な授業実践のみならず、 ダイナミックな取り組

みを行ってきた。 子どもたちの意見をとり入れた「ビ

オトー プ」の制作、実感のある学習のための「どろん

こ広場」の整備、子どもたちの力による地域の環境識

査、育友会主催の天体観測会、夏休み科学研究相談教

室等の行事を企画し、理科教育に関する成果を上げて

いる。 また、児童•生徒科学作品コンク ー ルにおいて

も、毎年俊秀な作品を多数出品している。

3. 学校助成

小・中・高等学校をつなぐ理科教育を梢極的に推進

している学校への助成金交付。 来年度の「小・中・高

等学校をつなぐ県理科教育研究大会」開催校に交付す

る。

石川県立大聖寺高等学校

加賀市立錦城中学校

加賀市立庄小学校

（校長 上田 政憲）

（校長 山下 誠一）

（校長 宮川 博和）

越馬徳治科学賞表彰式
主催＝石川渠科学教白振異会
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越馬徳治科学教育研究奨励の概要

ィ

子供が創る理科

一見通しを持って計画的に追究する子をめざして 一

金沢女性理科研究会 岩井いづみ（他4名）

子どもが自分なりの予想や仮説をしっかり持つこと

で、実験観察の結果を考察したり自分の考えを見直す

などの一辿の課題解決活動が、見通しを持って主体的

になされると考えた。以下の二つの視点を定め、5年

「てこの働き」の実践を通して追究した。

【視点1 ：自ら調ぺ、きまりを見いだす単元構成】

①問題意識を持ち、意欲的な追究を生む体感

②思考を促す記録紙

付箋を利用し、計画段階で実験のシミュレ ー ショ

ンができるようにした。また結果や考察も記入し、

課題解決の一連の流れを意識させた。

③友達と効果的にかかわり合うグル ー プ活動

④デー タの視党化・共有化

記録紙を大型化、全員が見られるものにした。

視党的に訴え、考察へとつないた。

⑤気づきを確かなもの

にする場

4mの竹の棒で、最
. . . . . . .  

強の楽々モー ドのてこ

を考えさせ、気づきを

確実なものにした。

【視点2 :個の追究意欲を高める支援】

①
‘

初めにこどもありぎ 実態把握の重視

②課題解決の流れを子ども自身が意識する工夫

ワ ー クシー トにふり返り欄を設け、自己評価と

相互評価の習恨化を図った。

③変容を視党できるイメ ー ジマップ

④個やグル ー プの活動を認め合う評価活動

‘ヒ゜ カイチさん' ‘お話ビンゴ ’

などにより学

習意欲を高めたり、自信を持たせた。

⑤補充的な学習•発展的な学習の場の設定

【成果と課題】

上記の手だてによって、子ども自身が学びの主体者

という意識を持ち続けながら、てこの働きや不思議さ

をとらえることができた。この学びが生きて働く力と

なるには、学んだことを生活の中で生かすことが大切

である。獲得した学びを生活とつなげ生かす子どもの

姿をめざして、今後も研究を進めたい。

ー電気学習での授業構想の工夫による

子ども達の概念枠の変容一

能都町立鵜川小学校教諭 室木千恵子

学習内容が生活に応用できる「生きた知識」として

働くことや、目に見える事実（明かりがつく）に対する

科学的原因（電気が通っている）を視野に入れた学習

展開を工夫することによって、子ども達の軍気におけ

る概念枠が広がっていくと考え、取り組むことにした。

研究の視点

視点1学習内容が「生きた知識」として働く単元構成

視点2回路を流れる軍気モデル図の報入

実際の授業から 3年「電気で調ぺよう」

身の回りの電気器具が壊れたり、動かなくなったと

き、その原因について三年生なりの科学的見方・考え

方ができるようになることが、「生きた知識」につな

がるのではないかと考えた。そこで、単元の郡入と終

末時に壊れた時計を提示し、どうして動かないのか考

える場を設けるなど、生活から学習へと典味づけたり、

学習の成果を生活に生かしたりする活動を栢極的に取

り入れた。

また、豆電球に明かりをつける活動の中で、ショ ー

ト回路を扱った。これにより、子ども達は「電気＝熱」

として体感するとともに、それを明かりがつかない原

因の一つとして考えられるようになったと思う。

事前調査で、子とも達の大半が「軍気」を 「明かり」

として認識していたことから、1回路ができるI→

1屯気が通るI → 1豆軍球が点灯I ということが捉えられ

るよう「電気は回路をどのように通っていくのか」と

いう課題で、自分の考えをモデル図で表した。その後、

そのモデル図を利用して〈話し合い〉→〈観察・実験〉

→〈話し合い〉活動を行った。このとき、「乾屯池の

中身が減っていく」という日常経験を考慇したモデル

図も見られた。モデル図を導入したことで、子ども逹

の電気における考えがより具体化され明確になること

が分かった。

まとめと今後の課題

1.豆屯球に明かりがつかない原因については、多様

な可能性を考えることができるようになったが、そ

れを生活の中で生かすことができるかという点につ

いては、まだ不十分であり、今後も研究を進めてい

きたい。

2.モデル圏で表現することは、電気における概念の

基礎を構築する上で、1つの手助けとなることが分
かった。
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パソコンを利用したスリット作成と
光波干渉の数学的解析

石川県立小松工業高等学校教諭 端井孝憲

1.研究の目的
回折格子による明線条件はd•sin 0 =m入の式のみで、

教科書では取り扱われている。しかし、実験してみる
と、スリット間隔d.スリット幅a ・ 通過スリット数N
が相互に関係した複雑な現象である。この光波干渉を
定届的に捉えることを目的として研究を行った。
2.研究の方法と経過

まず、ガラスグレ ー ティング
‘

`、レプリカ、CDなど
を走査型電子顕微鏡で観察することでdやaを測定し、
これらの値を以下に示した光波干渉縞強度分布の式に
代入することで捉える。

I(B)=I。(0)・［字〕
2

•(s：ご〕2 a=面s；nB /3
＝四s

;
nB

なお、この式を理解するために、Excelのマクロ機
能を利用して光波干渉縞解析 ‘ノフトを作成して、実際
の光波干渉縞の実験結果と比較することで調べた。

さらに、このようなスリット間隔の非常に小さいも
のだけでなく、目でスリットと確認できるようなスリッ
トもVisua!Basicでの自作ソフトでスリットを作成し
て、実際に実験して調べた。また、身の回りにある木
綿の/I')カチや鳥の羽毛など身近なものについても同様に
調べた。

さらに、本研究の発展として、自作スリットによる
モアレ縞の観察や光波干渉が利用されている二次元ホ
ログラムについても実験を通して調べた。
3.解析例（ガラスグレ ー ティングの場合）

ガラスグレ ー ティングを走査型電子顕微鏡で観察す
ると、下記の通りa:d=al:3となっていることが分
かる。これらの値を光波干渉縞解析 ‘/7卜に代入した結
果が、下記の光波干渉縞強度分布である。実際に実験
してみると、この強度分布の通り、3次• 6次といった
3の倍数の明線がほとんど観察できなかった。また、
明線間の準明線も強度分布通りに観察できた。
4.追 記

本研究は、石川県高等学校理化研究会のHPにおい
て、公開してあります。
(http://www.ishikawa-c.ed.jp;-rikaken/)
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化学実験映像集の製作と活用実践

石川県立金沢泉丘高等学校教諭 田口 雅範

1.背景

昨年度より学校週5日制が完全実施され、今年度よ

り新教育課程による授業が始まった。それにともない

本校では理科の授業数が徐々に減少してきた。一方、

現1年生は、中学校までの学習内容が3割削減されて

いることもあり、高校で学習する化学の内容（化学I

十化学I1（選択を含む））は現2年生よりも多い。以上

のことから、授業時間の確保するとともに、限られた

時間で生徒の理解を深めることが必要になってきた。

そこで、演示実験をデジタル映像化し、より印象的で

効果的な授業の展開方法の研究を行った。

2.研究内容

(1) 実験のようすを撮影、編集したデジタル教材（実

験映像集）を作成した。

(2) 実験映像を活用した授業を実践した。

(3) 生徒に対して、実践授業に関するアンケ ー ト調

査を行い、その結果を集計した。

3.研究結果

(1) 作成した実験映像は、映像時間約1 分のAVIファ

イルで、平成15年12月現在106ファイルある。今 後、

増やしていきたいと考えている。

（参考）実験映像の例

「金属ナトリウムに水をかける」実験映像では水素

に火がつく瞬間や燃え方等、肉眼では見逃してしま
う細かい点まで観察できる。

→ 

(2) 実験映像を授業に活用することによって、「まっ

たく同じ映像（実験）を繰り返し見せられる」「若席さ

せたままで、後の生徒にも見せられる」「浪示実験よ

り時間を短縮できる」等の特長が活かせることがわ

かった。

(3) アンケ ー トでは、実験映像を活用することによっ

て、授業が「よりわかりやすくなった」等の肯定的な

意見が80％以上を占めた。



＇ ’ 

生徒実験において豊かな学びを実現するための

授業支援システムの開発

～観察力と実験操作技能の向上を目指した
Web Base Training System~ 

石川県立金沢桜丘高等学校教諭 鹿野 利春

1. はじめに
多くの生徒は実験が好きである。 そして、実験は観

察力、実験技能、科学的知識、安全に対する配慇といっ
た数多くのことを学ぶチャンスである。事前・事後の

学習の一部を実験中に生徒が主体的に行う授業形式の
甜入が可能であれば、大きな学習効果と授業時間の節
約が同時に可能になる。 最近の発展著しいI Tの成果
を取り入れれば、 それは可能であると考え、 ンステム

を設計・構築し、 授業実践を行った。
2. システムの概要

実験室では、 各実験台にノ ー トバソコンを配置し、

教材を入れたサ ー バコンピュ ー タと校内LANを介し

て無線で接続した。 予習・復習に役立つよう、屯算室
や図告室でも教材が閲魏できるようにした。 教材は下

図のように、実験項目ごとに編集した動画を入れて作
成した。
水酸化ナトリウム水溶液でビュレットをとも洗いする

ワノポイント

ピュレットは艮いので回すとさはまわ
りに注雙しましょう． 持に先靖は細いの
で割らないように注きしてくたさい ．

3. 授業実践
実際にこの

システムを用

いて授業を行っ

た。 生徒は画
面を見ながら
スム ー ズに実

験を進行し、

考察等も詳し
く書き込まれ

ビュレットの中は水滴で濡れていま
す。このまま使用すると液が薄まっ
てしまいます．次の操作を3回繰り
返せば 、 水滴は使用する液でほと
んど近き換わります。
ビュレットのコックを閉めます。
滴定する液を少量入れます。
液が入りにくい場合は小さなロ ート
を使ってもかまいません。
管の内側全体を濡らすように管を
傾Itながら回します。
使用した液はすべて捨てます。

ていた。 教師は同じ注意を繰り返すことなく、実験の
進行にあわせて適切な指迎を行うことができた。

4. 結果と考察
「生徒の学びの質を向上させた」ということと、

「教師の余裕が生まれた」という2点で成果が見られ

た。 今回は中和滴定の実験で実践を行ったが、別の実
験でも同様の効果が期待できる。
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高等学校における環境教育の実験・

実習テキスト作りとその実践報告

石川県立高浜高等学校教諭 北口善啓・ 高木義雄

1. はじめに

本校では、 平成15年度に環境教育を3年生普通科の

学校設定科目「科学研究」3単位と、2年生普通科の

総合的な学習の時間「地域環境」1単位で実施してき

た。 実験は実習テキストを作成しておこなった。

2. 結果及び考察

水質調査、大気汚染調査、環境放射能調査、 ゴミ処

理問題をテ ー マとして実習をおこなった。

測定地点

地 採水
‘占‘‘` 日

① 6/12 

② 6/3 

® 6/17 

® 1/9 

® 1/9 

さぎ池

於古川 志雄町役場

COD DO リン酸 塩化物イオ
イオン ン(mg/I)

(ppm) (ppm) (ppm)

4.68 7. 71 〇.415 6416 

3.82 8.23 0.48 1079 

4.98 8.70 0.51 88. 1 

1.04 16.60 〇.35 22.66 

0. 61 9.05 0.35 22.2 

満潮時には米町川と於古川に逆流していることが塩

化物イオン浪度の測定でわかった。

②地点と③地点を比較すると③地点の方が汚染してい

ることがわかった。 これは③地点の上流の方が住居が

多いからといえる。 ⑤の河川には絶滅危惧種のトミヨ

が生息しており、さぎ池の湧き水が河川に流出してい

ることがわかった。 大気汚染調査としてザルツマン法

による窒素酸化物測定と、松葉の気孔の詰まり具合の

調査を実施した。 環境放射能調査では、 タバコの灰中

の放射能測定をGM管を用いて 行 った。「はかるくん」

を用いて、いろいろな地点での放射線紐も測定した。

リサイクルセンター のクリンクル羽咋を見学し、 ゴ ミ

分別、 RDFの製造過程を勉強した。 また石川北部R

DFセンター を見学しRDFを燃やした時に出る熱で

発電もしていることを勉強した。 大きなサイロに生徒

は照いていた。



学 会 等 報 告
平成15年度全国小学校理科研究大会（兵庫大会）

かほく市立七塚小学校教論 石 井 芳 美

平成15年10月23、24日、神戸と姫路を会場に「創造

性を培い、たくましく生きる人間を育てる理科教育一

ともに学びを拓き、科学する喜びを実感する理科教育

～出合い 体験 創る喜び～」を主題とした全国小学

校理科研究大会が開催された。

1 日目は、神戸文化ホ ー ルでの指甜講話やJT生命

誌研究館館長中村桂子氏による記念講演「生きもの感

覚で生きる」が行われた。 文部科学省初等中等教育局

教育課程課教科調査官日置光久先生は、指甜講話で、

「学カテスト」の結果を絡めながら、 5、 6年生の単

元の具体的事例を挙げて次のように話された。

「子どもに授業の見通しをもたせる教師であってほ

しい。 教師は大きな実験、インパクトのある実験を準

備するが、等身大、 簡便さのある実験で良い。 子ども

が見通しをもてるものであってほしい。」と述べられ

たことが、とても印象に残った。 なぜならば、自分自

身どちらかと言うとこれまで子ども達にインパクトの

あるものを準備することに頭を悩ますことが多かった

からである。 子どもがそのような事象と出会うことで、

葛藤場面に追い込まれて意欲的に学習を進めていくだ

ろうと考えて単元や授業を組み立てていたが、これか

らは子どもの見通しやつけたい力をより意識して授業

を構成していきたいと考えた。

2日目は、 4会場のうち、神戸市立なぎさ小学校の

授業を参観した。 授業時間は、1年生においても90分

授業、 4年生以上は60分、90分授業と本時の学習内容

や児童の実態に合わせて柔軟に設定され、時間的に無

理なく授業が展開されていた。

3年 「じしゃく」と4年 「電気のはたらき」の授業

では、子ども達の発達段階に応じた教材の種類や数の

吟味の大切さや、「予想」と「仮説」の迎い、個と個

のかかわりについて考えさせられた。 その後の学年別

分科会でも、「単元によっては予想で終わることもあ

るが、活動しながら見通しをもっていくことができる。

予想についての根拠を話し合うことにより、結果の話

し合いにおいても共有化できるのではないか。」「良い

授業とは、 個と個につながりがあり、高まりが生まれ

るような話し合いの仕組みをつくっていく授業である。」

という指報・助言があった。

今回の研究大会は、 日頃の授業実践に多くの示唆を

いただいた有意義な大会であった。

第2回科学教育研究会全国大会

金沢大学教育学部附属小学校教諭 釣 本 直 行

平成15年10月17日（金）、「科学が好きな子どもを育

てる（しろやまプロジェクト）」を主題に、茨城県稲

敷郡江戸崎町立江戸崎小学校で本大会は開催された。

江戸崎町は霞ヶ浦の近くにあり、学校もその簸ヶ浦を

フィ ー ルドにすることができるくらいの近さにある。

地域の素材を生かした体験活動を生かした活動を副題

に掲げていたが、それが全くと頷くことができる環境

にある。

大会は、一日開催であったが、公開授業3限、ポス

タ ー セッション、研究協議会、シンポジウムと精力的

な日程で行われた。

公開授業の1、 2限目は、1、 2年は生活科、 3年

以上は理科と総合的な学習の時間が公開された。 また、

3限目は、「たてわりサイエンスゲ ー ム」のネ ー ミン

グで科学的な内容の活動が行われた。

この「たてわりサイエンスゲ ー ム」では、「段ボ ー

ル空気砲」など合わせて16の活動が行われた。 たてわ

りグル ー プであるため、多学年の子どもがいっしょに

活動する。 6年生が指迎者として下の学年の子に教え

ながら活動する様子が見られた。

ポスター セッションは、全国から31の学校の先生方

がそれぞれの実践報告をされていた。 素材開発、指甜

法、学校環境整備の在り方など幅広いテ ー マが発表さ

れ、 個々の実践をもとに、さらにこれらをトー タルに

考えたプランが必要との感を持った。

研究協議会は、生活科、理科、総合的な学習の時間

の三つの分科会で行われた。

理科分科会では、「本当に理科が好きになったかど

うか」を評価する方法について、イメ ー ジマップ（コ

ンセプトマップ）、学力診断テスト、 ポ ー トフォリオ

的に集梢するレポ ート等多面的に取り組むことの必要

性について話し合われた。

シンポジウムでは、文部科学省教科調査官の日置先

生がコ ー ディネ ー タ ー をつとめられ、「科学が好きな

子どもを育てるための教育」をテ ー マに進められた。

その中で、筑波大の大高 泉先生の 「大人の方がもっ

とひどい学力低下が見られる」のことばに改めて考え

させられた。 知識としての科学ということだけではな

く、当たり前のように言われることだが、自然事象に

いかに感動をもって対峙することができるか、これは

子どもだけでなく私たち自身にも問われているという

ことを改めて感じさせられた。
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第50回全国中学校理科教育研究会（東京大会）

金沢大学教育学部附属中学校教諭 小 山 一 郎

今年度の全国中学校理科教育研究会は、 平成15年7

月30日（水）～8月1日（金）に、東京都の文京シビッ

クホ ー ルと文京区民センタ ー を会場として開催された。

大会主題を「豊かな人間をはぐくみ、未来を拓く理科

教育」として、研究主題を「自然から学び、創造し続

ける理科教育」を掲げ、全体会や分科会が行われた。

開会式後には「これからの理科教育の展開」 ー 指導

改善の視点から ー という演題で、全国調査結果を踏ま

え、 今学習指甜要領の改善点から、科学的思考力や表

現力の育成等の重要性について述べられた。

分科会では5分科会に分かれて、研究発表と研究協

議が行われた。この中で金沢市の道畠鈴子教諭が発表

された第2分科会の学習指導に参加した。

第2分科会では、「自然に対する関心を高め、 問題

解決の能力を育てる学習指導」を研究主題として、 全

国から以下の5つの実践報告があった。

・詳細な絶対評価を行うことで学習の課題を明確にし

て、加えて解決のための具体的な方策を示すこと

（コンピュ ー タに入力された生徒個々の 評価に、 学

習の進め方や問題点などのアドバイスをつけたもの

を出力し、生徒にフィ ー ドバック）を、 コンピュ ー

タを利用し、支援した実践

•生徒が主体的に学ぶために直接的な体験を可能な限

り準備し、地域の研究会の研究授業で、 直接的な体

験の実験や観察を行い交流する中で、より生徒の意

欲を高める教材の研究をした実践

・観察・実験を繰り返し行うことで、 課題への理解を

深めるとともに、問題解決能力、科学的思考力を育

て、観察・実験結果を他の班と交流を行うことで、

より科学的思考を高める実践

・連携型中高一貫教育校としての特性を生かし、地域

の高校・中学の教員や生徒と関わり、 調査活動等を

進め、知的好奇心や探究心、 協調性やコミュ ニ ケ ー

ション能力、表現力などをより高める実践

• 2年生以降の物理分野の学習を好まない傾向から、

3学年「連動とエネルギ ー 」を焦点に当て、学習の

甜入部分での多様な運動（タンボポの種子の落下な

ど）を直接体験し、関心を高め、 探究的な学習へと

つなげていった実践

会全体を通して、 今学習指導要領の改訂のポイン

トを新たに認識させるものであったと感じた。
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平成15年度全国理科教育大会（北海道大会）

石川県立金沢二水高等学校教諭 三 井 正

7月28日（月）から3日間の日程、 会場は札幌コン

ベンションセンタ ー 、大会主題は「北の大地で拓く理

科教育」一新時代に対応した教育を求めて ー であった。

第1日は、全国理事会、特別講演などが行われた。

第2日午前に、 大会の開会式、 表彰式、 総会が行わ

れた。 細川勝正教諭（松任高等学校）が教育功労践、末

栄良弘教諭（金沢市立工業高等学校）が日本理化学協会

宜を受宜された。 午後は、 文部科学省初等中等教育局

教育課程課教科調査官の清原洋一氏から「理科教育の

課題と今後の展望」と題して講話が行われた。続いて、

北海道立オホ ー ツク流氷科学センタ ー 所長の青田昌秋

氏による記念講演「流氷ー海からの素晴らしい贈りも

の 一 」が行われた。講演の中で、

1. 11月にサハリンで生まれた流氷は、3カ月かけて

紋別に到着する。

2. 流氷は、

①大気の循環の原因になっている。流氷が太陽光線

を反射するので地球の冷源になっている。

②流氷は太陽光を通すので、流氷の下には植物性プ

ランクトンが育つ。

③海洋の大循環に影親を与えている。

3. 流氷は地球の温暖化とともに減少していく傾向に

ある。 100年前と比べると、気温は0.6℃上昇してお

り、 流氷は減少している。気温が4℃上がったら、

海水は凍らない。

などの点が大変興味深かった。

第3日は午前中に研究発表が行われた。 物理3、化

学3、 生物、 地学、環境教育、 理科教育各1 の10分科

会があり、研究題目の合計は71であった。物理第 1 会

場で、 三井が「弦の共振の生徒実験への取り組み」、

物理第3会場で、 端井孝憲教諭（石川県立小松工業高

校）が「WAVEとMIDIによる音波実験ソフトの制作」

を発表した。午後からは8分科会に分かれて研究協議

が行われた。「生徒の典味を喚起する物理教育のあり

方」分科会での北海道函館東高等学校の渡辺儀輝先生

の「総合的な学習の時間とリンクした物理教育」の意

見提示は、総合学習の学問系統別研究の中での物理教

師がどうのように関わってきたかを発表したものであ

り、典味深かった。

発表の他にも、「科学の広場」では多くの教材展示

や先生方の模擬実験がなされており、 活気があり時間

がたつのを忘れるほどであった。今後の授業に役立つ

内容が多く、収穫の多い理科大会であった。



平成 15年度全国理科教育大会 （北海道大会）

石川県立金沢二水高等学校教諭 谷 口 豊

7月28日から3日間の日程で、 北海道札幌市におい

て、「北の大地で拓く理科教育一新時代に対応した教

育を求めて」を主題とした全国理科教育大会が行われ

た。 28日の全国理事会の後、 29日に行われた開会式・

表彰式において、松任高校の細川勝正先生が教育功労

宜を、 金沢市立工業高校の末栄良弘先生が日本理化学

協会宜を受宜された。 その後、 文部科学省初等中等教

育局教育課程課教科調査官の消原洋一氏の「理科教育

の課題と今後の展望」の講話があり、 さらに記念講浪

として、 北海道立オホ ー ツク流氷科学センタ ー 所長の

吉田昌秋氏による「流氷 ー 海からのすばらしい贈りも

の」の講浪があった。 記念講演では、 流氷の成因や環

境に及ぼす影磐、 地球規模の環境変化による流氷の変

化などをわかりやすく解説していただいた。 大変典味

深いものだった。

30日には、 研究発表と研究協議が行われた。 筆者は、

環境教育分科会において、「高校における環境調査の

可能性 一 金沢市内の河川水のCODとBOD」という

題で、 6年 間に及ぶ金沢二水高校化学部の採水調査結

果を発表した。 同分科会の発表では、 北海道、 奥尻高

校の塩見浩二先生の「ウミネコの教材化」、 江差高校

の日下哉先生の「自然環境を生かした環境教育一環境

調査と風・光・雷・氷の活用」の発表に典味をひかれ

た。 また、 研究協議においては、 第7分科会「エネル

ギ ー ・環境と人惜lの関わりを菫視した理科教育のあり

方」に参加し、 北海道釧路北高校の村上愁先生の「地

球燦境と人々の関わりを重視した理科教育について」

の意見提示に強く感銘を受けた。 いずれの発表も教師

自らが先頭に立って、 実際にフィ ー ルドに入り実践し

ている姿が印象的だった。「珠境教育は背中で教える」

という感を強くした。

化学分科会には、 本校の上寺勲先生が参加した。 研

究発表では、 大阪府教育センタ ー の山本勝博先生のグ

ル ー プの「食塩（天日塩）結晶を用いたアボガドロ定

数の測定」 の発表が印象に残る。 天日塩の結晶をカッ

タ ー で割ると直方体になるので、 その質紐と体栢を測

定してアボガドロ定数を測定するという方 法である。

また、 研究協議では、 第4分科会「生徒の探究心を育

む化学教育のあり方」に参加し、 化学への興味は、 小

学校の頃から継続して、 実験を通して体験的に化学を

学ぶ姿勢を育てることが重要であることを実感したと

のことであった。
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平成 15年度日本生物教育会第58回全国大会（山梨大会）

石川県立金沢錦丘高等学校教諭 捨田利 謙

8月 5日と6日の2日間、 山梨県甲府市の山梨学院

大学を会場として日本生物教育会第58回全国大会が開

催された。

「未来を拓く生物教育」をテ ー マとし、 21世紀を担

う子どもたちが、 豊な心や健やかな体を育み、 自ら課

題を見つけ、 学び、 考える力を身につける生物教育の

あり方を探る大会となった。 特に、 今年度から新学習

指甜による教育課程が完全実施されたこともあり、 こ

の新教育課程に関わる様々な問題も研究協議の中で活

発な意見交換が行われた。 全国大会は、 日頃の研究成

果の発表の場であるとともに、 共通に抱える生物教育

問題について研究協議を行い、 お互いに研修を深め、

今後への指針を得る貴重な場となっている。

記念講演は1日目に、「メンデル迫伝の＂ ほんとうの

意義
＇

」と題して山梨学院大学名岱教授の水上節郎氏

が講演し、 メンデル辿伝の根本 法則は分離の法則にあ

り、 また、 ポリメリ理論で同義迫伝子洞察したことに意

義がある、 という内容であった。 2日目には「山梨の

地方病
＂

日本住血吸虫病
＂

について」と題して山梨県衛

生公害研究所の薬袋勝氏が講演し、 山梨県の風土病で

ある日本住血吸虫病の撲滅の歴史について講演された。

研究発表は、 3つの分科会に分かれて30件（教材研

究・実験観察に関するもの16件、 自然教育・野外実習

に関するもの5件、 学術的内容に関するもの 9件）が

行われ、 活発な意見交換がなされ、私も「コケムシを

用いた湖沼の微小生物の観察とその教材化」と題した

研究発表を行った。 外来種のコケム、ンが最初に発見さ

れたのは、 ここ山梨県の河口湖ということもあり、 多

くの質問が寄せられた。

研究協議は5つの会場に分かれて8件（珠境教育に

関するもの2件、 実験・観察指郡に関するもの2件、

新教育課程および総合的学習に関するもの3件、 文部

科学省から1件）が行われた。

ポスタ ーセッションは7｛牛行われた。近年、 学会等でも増

えてきた発表方法で、 本大会でも2年前からとりいれら

れている。 発表者から直に説明を聞き ながら質疑がで

きるため、 理解が深まり大変有意義なものとなった。

山梨県という美しく型な自然に恵まれた地において、

先生方が大いに学び、 生命の専さ、 生物の神秘さや面

白さをあらためて感じ、 生徒の興味や関心を育むため

の教育のヒントを得ることができ た、 索晴らしい大会

であった。



第47回石川県児童•生徒科学作品コンク ー ル審査結果

科学に対する関心を高め、研究を通して、研究意欲の開発・育成を図るという趣旨で、県内各学校の児童•生徒を
対象に科学作品を募集し審査した。

◆県審査の結果

小学校 中学校 高等学校 盲・ろう・登護学校 計

石 JI[ 県 知 事 宜 1 1 ゜ ゜ 2 

石 川 県議会議長 虹 1 1 ゜ ゜ 2 

石川県科学教育振興会長虹 1 1 ゜ ゜ 2 

石川県教 育委員会宜 1 1 ゜ ゜ 2 

優 秀 宜 1 2 1 0 2 ゜ 2 4 

俊 良 宜 4 3 1 5 ゜ ゜ 5 8 

佳 良 11. 3 5 1 8 ゜ ゜ 5 3 

計 9 4 4 7 2 ゜ 1 4 3 

◆全国審査の結果

第40回学研児童才能開発コンテスト 小学校の部
I文部科学大臣副

◎ アサガオのふしぎ（その2)「つるのちえ」 金沢市立中央小学校2年 石田香南子

1学習研究社町
◎砂つぶを使う賓いアリ 小松市立第一小学校4年 高橋慶子

I財団科学副
◎カタバミの研究 光の力とリズムの力 金沢市立南小立野小学校4年渡辺卓美
◎水のこと空気のことパート3 一 酸性雨が及ぼす影瞥 ー 小松市立第一小学校6年 小山祥太郎

平成15年度石川県児童•生徒科学作品コンク ー ル

特別賞受賞作品の概要

二：�(!)研究 ー光の力とリズムのカ ー

金沢市立南小立野小学校4年渡辺卓美

［研究を始めたきっかけ］
カタバミの葉が夜には閉じていることに気付き、開

閉の様子をくわしく調べてみようと思った。

［実験・観察の方法］
6株のカタバミを別々のポットに植えて家のベラン

ダに置き、30分ごとに観察した。葉の開き方は0~4
点の5段階の点数をつけて表し、ボットごとに4、5
組の葉の点数の平均をとってグラフに表した。また、
感光紙を一定の時間感光させて、色の変わり方でその
時の明るさがわかるようにした。
［実験の結果］

【実験l】自然の状態では、カタバミは、明るくなり
始める朝4時半～5時頃から開き始め、夕方は、暗く
なり始める5時～6時頃から閉じ始めた。

【実験2】2個のポットを箱に入れて朝の光が当たら
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ないようにした。他のポットの葉が開ききった頃には、
箱の中の葉も中位に開いていた。暗いままでも自分の
覚えている時間に開こうとするが、光が当たらないの
で開く力が弱いのではないかと考えた。

【実験3】朝、葉が開ききったところで、箱に入れて
暗くしてみた。すると、2時間以上たってからやっと
閉じ始めた。これは、暗くなったので閉じようとする
力に対し、覚えているリズムに従って開いていようと
する逆の力が働いたからだろうと考えた。

【実験4】実験2では葉が開き始めた時間はわからな
かったので、箱に入れたポットを30分ごとに観察した。
すると、開き始める時間は自然の状態と同じだったが、
開いていく速さはゆっくりだった。

【実験5】一日中箱に入れて暗くしたまま3日間観察
してみた。すると、開閉のリズムはわからなくなり、
葉が中位に開いたままになった。

【実験6】実験5でリズムをなくしたカタバミを、自
然の明暗の中に戻してみた。すると、朝は自然の状態
より2時間位遅れて開き始め、夜は完全に閉じきらな



かった。 明暗は感じていても、リズムの力が働かない
ので十分に開閉できないのだろうと考えた。

［実験の結果から考えたこと］
カタバミの葉の開閉には、その時の明暗に従う力と、

覚えているリズムに従う力の、 2 つの力が働くと考え

た。 2 つの力が同じ方向に働けば十分に開閉できるが、

逆の方向に働いたり、片方の力だけしか働かないと十
分に開閉できないのだろうと考えた。

［感想］
毎朝 4 時に起きて観察するのは大変だった。 カタバ

ミが 2 つの力を持っているなんてすごいと思う。

c
l 県

：：：ぽれから考える泡の科学 J 

金沢大学教育学部附属中学校 2 年 東郷 泰平

里芋・素麺の吹きこぼれる原因に相辿点はあるか。
［観察］鍋を用い里芋・素麺を強火で煮てみる。
→共に吹きこぼれが起き、煮汁に粘りがみられる。

→煮汁の粘りが吹きこぼれの原因の一つと推察。

［里芋について］上の仮説を検証する実験を行った。
①殺粉液は吹きこぼれるか？�
②長芋は吹きこぼれるか？→共に吹きこぼれない。

〈事典より〉里芋の粘り成分はガラクタンである。
長芋はよく粘るが、ガラクタンは含まれない。

⇒これらの芋の粘り方を実験により調べ、比較する。

里芋：粘りは水や熱で強まるが、揺り卸すと弱まる。

長芋：水を加えるほど薄まり、粘りが弱まる。
•上の結果を説明できるモデルを作り原因を探る。

里芋：粘り物質・ 9 • 強く粘り、条件によって溶け出す。
繊維…やわらかく、互いにからまりやすい。

砿…••繊維は粘り物質に対し、比較的多い。
関係…繊維と粘り物質は結びついているが、

これは水や熱で離れる。

長芋：粘り物質…弱い粘りを持ち、溶け出しやすい。
繊維…かたくて折れやすく、一方向に並ぶ。

屈……繊維は粘り物質に対し、比較的少ない。
関係••特に結びついていないが、細かい繊維は

粘りをつなぐ架け橋となる。

【結論】里芋が吹きこぼれる原因：強い粘りを持つガ
ラクタンが溶け出して泡が割れるのを防ぐから。

［素麺について］…里芋と吹きこぼれ方が異なる。

里芋の泡..・漏斗状発達・連続的増加・大きさは不定。
素麺の泡..•上面は平ら・真上に急発達・大きさ一定。

→麺からの泡発生が原因⇒沸騰石の様子に酷似。

沸騰石・・・表面の凹凸や空気が、泡の発生を促す。

・スパゲッティ ー

⇒透明感がある⇒表面には凹凸や空

気が少ない ・ ・吹きこぼれにくい理由。

〈事典より〉素麺原材⇒麦の成分：水に溶けやすい澱
グルテン

粉（アミロ ー ス）と魅質が多い。 ※共に粘る。
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実験：煮汁および小麦粉液だけ→吹きこぼれる。
グルテ

ン
‘

【結論】素麺が吹きこぼれる原因：アミロ ー ス・魅質

による粘りと沸騰石効果による細かい多屈の泡。
［吹きこぼれを防ぐ］…原理について
①水を加える、火を弱める⇒温度低下⇒表面張力の増

大と泡発生緻の低下⇒泡の抑制。
②味噌を加える⇒アルコ ー ルが溶け出す⇒表面張力の

部分的低下・析出・粘りの弱まり・浪度差⇒泡が割
れやすくなる⇒泡の抑制。

※②は醤油等の泡消しにも有効（泡に近づける）。

［発展］発泡入浴剤·クリ ー ムソ ー ダ等（省略）

三
議

；
・

ビ/ニロ （：」の 2)

金沢市立中央小学校 2 年 石田香南子

1. 研究の動機

1年生の夏休みのアサガオの観察で(1)つるは巻きつ

く支柱をどのようにして見つけるのか(2)どうしてグン

グン伸びるのか(3)速く動くのはなぜ…という疑問を見

つけた。 その疑問を解きたく、細かな観察や工夫した

考察に挑戦した。

2. 9 つの観察で分かった事

①つるが伸びるまでの成長観察で、毛は、つるの先端

は上向き、茎は下向きにはえている事を見つけた。

また、つる全体が支柱にぴったりとくっついておら

ず、つるが自らの力で支柱に巻き上がっていると考

えた。

②つるは60cm離れた支柱を見つけ出し巻きつく。

③傾斜45度までの支柱には、巻き上がるが、25度にな

ると巻きつく速さと成長が遅く、真横にした支柱に

は巻きつかず伸びる方向に限界があった。

④つるは、先端で巻きつけるものかを判断する事が分

かった。 四角柱でも巻きつくが先端部分が平面を約
5 cmズルズルとはって、 それ以上、平面が続くと

「支柱ではない」と判断。 つるは跳ね返るように逆

の方向に伸びる。
⑤つるは太いものより細い支柱が好きだ。 直径0.5mm

のテグスに巻きついたのには照いた。 シュロのよう
な毛ばだったものや荷造り用のふわふわしたビニ ー

ルひもはつるの先端が支柱として判断しずらく、な
かなか巻き上がらない。

⑥つるの首振り運動は 2 時間で一回りするという速さ
で、アサガオの強い生命力を肉眼で確かめる事が出

来た。
⑦針金をつるに見立てて、巻く太さや間隔を変えて針

金の強さを比べたところ、細く、間隔の狭い方が曲

がらず強い事が分かった。

，， 



3. 観察で見つけたつるのカ

つるは自らの力で巻き上がる事をバル ー ンア ー ト用

のゴム風船で考察した。 風船に、渦巻き状や縦にセロ

テ ー プを張り、膨らむ部分を変化させて、その力を見

つけようとした。 その結果、つるには「巻く力」と、

ねじれから生じる「上がる力」の2種類があり、 それ

を上手に組み合せていろいろな支柱に巻きついている

事が分かった。

4. まとめ

つるの先端は、 いろいろな情報をアサガオ全体に知

らせるレー ダ ー の役目を果たしている。 また、伸びる

方向、速さ、角度などに正確なルー ルをつくり成長し

ている事も分かった。

□:]7:：；争誓を三るIV

金沢市立大徳中学校3年 末栄 彩夏

1. 研究の動機

「タニシによる水の浄化を探る」の研究をして4年

目になるけれど、観察をしていて気になっていたこと

があった。 それは、死んでしまったタニ 、ンの殻は白色

だということだ。 それはどうしてなのか、何か殻には

特別な働きが隠されているのではないか大変典味を持っ

た。

2. 研究の目的

殻の働きに注目しながら、 タニシの浄化能力を探究

する。

3. 研究の方法

◇実験1【殻は化学物質などを吸収しているか】

(1) 色水の中に入れたとき、 殻に変化がでるか。

・蒸留水の中で生まれた稚貝を食紅水に入れる

．殻に透明マニキュアを塗る

(2) 生活排水中（生ゴミ） に入れたとき、 殻に変化

がでるか。

・緑キャベッと紫キャベツを与える

・行色した卵の殻を与える

◇実験2【タニシの生活排水の浄化能力と、殻そのも

のの浄化能力を比較する】

・ リン酸水溶液を作り、タニシ、殻だけ、 そのま

まの3つを調べる

4. 結果とまとめ

タニ ・ンの殻には吸収したものを蓄える能力があるこ

とが分かった。 また、 吸収したものはまず殻の先端部

分に摂り入れられることを発見した。 蓄え方はらせん

状になっていることを見つけた。 吸収したものの色は

殻の色に変化が表れてくることも分かった。

8ppmのリン酸水溶液で実験すると、3~4ppmまで

浄化することが分かった。 殻だけでも8ppmから5pp

mと値が小さくなった。 タニ 、ンはリン酸を吸収する能

力があり、 殻だけでもリン酸を減らしていた。 また、

PHの変化でば ＇そのまま＂の水溶液は酸性になったが、

殻・ タニシを入れた方は中性に保たれていた。

タニシの殻は実験1の(2)で卵の殻を吸収し、 実験2

でリン酸を減らしていた。 このことからタニ 、ンの殻の

成分をリン酸カルシウムだと仮定してみた。 食酢の中

に入れると、泡の発生が続いた。 4時間後には殻が薄

くなって透明になった。 取り出してみると、 先端部分

の一部だけがなぜか溶けていない。 どうしてなのだろ

うか。 疑問は尽きない。 今後もさらにタニシについて

浄化能力を中心に探っていきたい。

二二心ロ ト 3

小松市立第一小学校6年 小山祥太郎

僕が初めて酸性雨を見つけたのは、 4年生の夏休み

だ。 そのとき僕は川の水の汚れや、空気の汚れを調べ

ていた。 たまたまパックテストで雨水を調べてみると、

見たこともないようなオレンジ色になった。 予想外

の色に驚き、 5年生になったら酸性雨について調査す

ることを決め、 その年の研究を終えた。 昨年僕は、酸

性雨が動植物や金属にどんな影孵を及ぼすかを調べた。

ところが、 昨年の夏休みは雨不足のため、雨自体を手

に入れることができず、思ったように調べることがで

きなかった。 そこで、これまでの反省を元に今年の研

究の計画を昨年の9月に立てて実行した。 その計画と

は次のようなものだ。

lとにかく酸性雨を手に入れよう。 そのため、 1

年を通して雨水をためることにする。 そして、

雨が降った日の風向き、雨の降り方、降水品、

酸性度を測定することによって酸性雨と天気の

関係を見つけ出す。

2水道の水、 人工酸性雨(PH 5程度）、 雨水の

3つの条件のもとで朝顔を種から育て、 観察を

することで、 酸性雨が与える影密を調べる。

3雨水、水道水、 人工酸性雨をそれぞれ朝顔の花

びらにかけ、変色の様子を観察する。

4雨水、水道水、 うすいレモン水、 蒸留水、 人工

酸性雨の中に、金属を入れ、 1週間あまり様子

を観察したり、二十日大根を種から育てて成長

の様子を観察したり、金魚を入れて反応を観察

したりする。

ヽ

これらの観測や観察の結果、小松では酸性雨があま

り降らないことと、 春や夏より秋や冬に酸性雨が降り

やすいことが分かった。 また、酸性雨は確かに動植物
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に影響を与えているが、全てが悪いことではないこと、

脱色の性質は酸性雨だからあるのではなく、雨水自体
にすでにあることなどが分かった。弱酸性である雨水

であっても、PH 4. 5の人工酸性雨より脱色作用が

強かったのがとても意外だった。それよりさらに照い

たのは、観察の中で真っ白の朝顔や、白と青が半々に
なった朝顔や、奇形の朝顔に出会ったことだ。それが
全て酸性雨のせいだとはいえないが、白い朝顔の秘密
や奇形の原因を探ることが僕のこれからの課題となっ
た。

白と青が半々の奇形

真っ白朝顔、奇形

口

教育振興会長賞

水のふしぎ

金沢市立港中学校2年 堀内 貴史］

1.研究の動機

とても暑い日中、スポ ー ツをした後など自分でも照

くほど水を飲む。体が水分を必要としているからといっ
てもすごい屈である。このことから、水と体の関係を

調べてみようと考えた。調べが進むにつれ、水の持つ
不思議な力もつきとめてみたいと思うようになった。
2.実験と考察

①水と体の関係
1日2550kcal（中学生）を摂取している体の中では

2550℃の高温が発せられているはずでありそれを33£

-13-

(55kgの60%）の水分が緩和していたとしても77.2℃で
ある。だが、ぼくの平熱は36.2℃。この不思議を水と

炭水化物・たんぱく質・脂質を代表する食物とを使っ
て熱する早さ、冷める早さの比較で知ろうと考えた。
その結果はいずれも水が最後であった。このことから

水は体内でも暖まりにくく冷めにくいという性質が変
わらずに働いて人間にとってベストな体温を保つこと
ができるということがわかった。

②水の性質探検

1・温度上昇I
10 0℃で沸騰し続けると気体になり全て空気中に出

てしまう。氷水のコップ等があると水滴になって姿

を見せる。その屈は気温の高低で決まる。

| •水から氷に変わるメカニズム1

表面→側面→底面→真ん中という順に凍り、色は白っ
ぽいところと透明なところがある。

| •いろいろな水溶液が固体に変わるメカニズム1

凍り方は水と同じ。ソ ー スや醤油のように添加物が

多いほど氷になりにくい。水溶液の時は透明であっ
ても凍ると氷のように白く濁る。

| •白く濁る原因I
煮沸水・純水 水道水の透明度を調べた結果、
＊水の中に不純物がない方が透明度は高い。

＊不純物のない純水より煮沸水の方が透明度は高い。
このことから、白< i蜀る原因は水に溶けている気体
であることがわかった。

| •いろいろな氷の溶け方I
溶ける早さは氷になりにくかった順と比例する。塩

水と砂糖水では塩水の方が早く溶ける。漿度は浪い

方が溶けやすい。

| •氷を室温で長く保つ方法I
発泡スチロ ー ルを使うと2 時間は原型を保つ。昔か

ら使われていた新聞紙に包む方法でも30分以上持つ。
このように氷を包むことが有効である。

③まとめ

水は・比熱が大きい→人問の命に関わる体温が大き
く変化しないことに役立つ。

・気化熱が大きい→体温のコントロ ー ルに役立つ。

・固体・液体・気体を決めるのは温度。

この研究をしたことで、水に対する気持ちが変わっ
た。水の大切さがよく分かったのは勿論のこと、水の

持つ性質はユニークであり奥深い不思議さを持ってい
るものだと思った。

：ー育委員会賞

砂つぷを使う賢いアリ

小松市立第一小学校4年 高梧 慶子］

1. 動機

自宅庭のサンル ー ムのそばでエサに砂をかけている

ヽ



アリを見つけ不思議に思い調べてみることにした。

2. 実験

①どんなアリでもエサを砂でおおうのだろうか。家の

回り 5ヵ所を決めクッキーを箇いて調べる。

②砂をかけるときエサの大きさは関係あるのだろうか。

クッキ ー を1, ½, ％にして置き比較してみる。

③砂をかけるときエサの硬さは関係あるのだろうか。

硬いのや柔らかい菓子6種類を四いて比較する。

④ァリは液体にも砂をかけるか。ハ チミツ ・ 牛乳・ジュ ー

ス ・ しょうゆ・酢・ソ ー ス・酒 ・ コ ー ヒ ー で実験す

る。

⑤飲んだ液体の色はアリの体に表れるか調べてみる。

食用色素（紅・緑 ・ 黄）をシロップに混ぜて置く。

⑥砂をかけるアリはどれくらいの高さにまで砂山を作

れるだろうか。2.5, 5, 10cmのわりばしの先にキャ

ラメルをさして土に埋め時間の経過ごと砂山の高さ

を測定した。

⑦⑥と同じ条件でエサをクッキ ー 、わりばしの代わり

にオイルを塗ったストロ ー にして実験する。

⑧アリはどこから砂を運んでくるだろうかを実験して

みる。半径2, 4, 6, 8cmの円を描き中心にクッ

キ ー を置いて、その回りに赤 ・ 黄•青の色砂を敷く。

3. 結果

① 5ヶ所のうち 2ヶ所のアリが砂をかけていた。

②％のエサから砂に埋まった。

③柔らかい工サから砂をかけていった。

④ジュ ー スはそのまま飲んでいたが、 ハ チミッ、牛乳

は砂をかけていてその他は寄ってこなかった。

⑤腹部に色がついたようだが体色が黒なのでわかりに

くい。

⑥3 cm位までは一晩で埋まる。砂山の高さは6cmが最

高だった。

⑦エサの匂いで集まり回りの草から伝ってエサを確認

後砂山を作り始めた。

⑧すぐ近くの砂ではなく、 自分たちの巣穴から運んで

エサにかけていた。かけ方は回りから囲んでいって

最後にエサの上にかけるという方法だった。

4. おわりに

今夏は雨が多く実験中断が何度もあったが、砂をか

けるアリたちの喪さに照いた。彼らが作る砂山はエサ

の貯蔵や烏などの敵から隠すためだと思う。今後もそ

れを調べていきたいと思った。

了育委員会賞

おじぎ草の謎II

金沢市立野田中学校3年 浅井

私は植物なのに触ったり刺激するとすばやく葉が閉

じ、茎が垂れ下がり、まるでお辞儀をしたように見え

るおじぎ草を不思議に思い、1年生での研究に引き続

き調べてみました。

(1) 夜に葉を閉じる（就疫運動）原因について。

光と温度について調

べたが光のせいだと分

かった。また光の紐と s゜｀‘

葉を閉じてから開くま

での時間の関係を調べ
でふヽ

た。

明るいほど葉を開い

て光合成するため早かっ

た。 しかし、3分以内

に開くことがなかったのは閉じた意味が無くなるから

だと思う。

(2) どこから
‘‘

おじぎしろ
”

の 指令が出ているのか。

おじぎ草の茎を切り剌激する。刺激をしてもおじぎ

しなくなったらその

切り落とした部分か

ら指令が出ているこ

とになる。その結果、

図のように刺激した

所から指令が出て順々

に伝わって行くことが分かった。

(3) (2)の確かめ方法＝茎で切ったおじぎ草①②を水に

入れる。①だけ線香で焼いて刺激し、その水を何も剌

激していない②に加える。結果＝②のおじぎ草には触っ

てもいないのに葉が閉じた。 指令を出す物質が剌激し

た部分から出てそれが水にとけ出し、茎を通って全体

に伝わるという仕組みだと分かった。

g
 

to 

ヽ'

図1

に中にL
図2

t土ふ誓士吟〖
図3

―

―

 

沙七

(4) ある雨の日におじぎ草は雨に当たることによって

刺激を受けていたはずなのにいつの間にか葉が開いて

いた。不思議に思い6分毎に同じくらいの刺激を5cm

の高さから水を落とすことによって与え続けてみた。

すると50分後にはいくら刺激しても葉が閉じなくなっ

た。よって刺激に慣れることが分かった。また、その

状態でも他の刺激（燃やす）だと反応したので剌激を

識別できることが分かった。

(5) おじぎをする理由（私の考え）

上記により雨や風から葉を守るためではないことが

分かった。また推測するに、おじぎ草の茎には鋭いと

げがあり、葉を閉じることでそのとげがむき出しにな

るので、草食動物から食べられるのを防ぐのだと思う。

私は植物は動かないと思っていましたが、生き残るた

めに様々な工夫をしていることが分かりました。
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平成15年度継続研修 小学校理科

今年度小学校理科の継続研修は、 日数の制限もあり、

今までのような自由研究の形をとらず、 小学校理科の

教材研究にしぼって共通の研修を行った。

(1)研 修 生

加賀市立作見小学校教諭 岡田 伸代

加賀市立作見小学校教諭 吉野 享

野々市町立富陽小学校教諭 川口 勝

津幡町立英田小学校教諭 宮松まり子

(2)内 六合

期 日 内 容

・講演「小・中・高をつなぐ理科指甜と

第1 回
評価のあり方」

講師 松原道男氏
6月 4日

（金沢大学教育学部助教授）
（水）

•野外観察（植物）

「初夏の野原に出てみよう」

第2 回 ・課題別研修①

6月30日 •実習 「フォトショップによる

（月） 雲画像の解析」

・実習「理科におけるスケッチの指甜」
第3回

講師 梅林正芳氏
7月23日

（金沢大学理学部助手）
（水）

・実習「雲の標本づくり」

・実習「生活の中の科学実験」
第4回

•実習「電気のおもちゃ」
8月25日

講師 中村順吉
（月）

（金沢子ども科学財団指甜ディレクタ ー）

第5回 ・課題別研修②

9月18日 ・課題別研修③

（金）

第6回 •野外観察「大桑庖」

1 0月28日 ・課題別研修④

（火）

第7回 ・実習「ガラス細工～砂時計づくり～」

11月28日 ・研修報告会

（金）

(3) 報告会

共通の活動の合間をぬって、 各自が課題別に研修を

行ったものを中心に報告した。

く岡田教諭＞

4学年「水のすがた」の学習を発展させて、 川の水

や排水を調ぺる活動を取り入れ、社会科や総合的な学

習との関連を図り、 環境学習への窓口を開く実践をし

た。 この実践を通して子どもたちは、 水が循環してい

ることや、 水を汚しているのは人間であることを知り、

またその水を自然がきれいにしてくれていることに感

動するとともに、 水のために自分ができることは何か

を考えるようになったと報告された。

く吉野教諭＞

6学年「屯磁石」の学習を発展させて、 電気をエネ

ルギーとして意識させるために、 発遁する活動を授業

に組み込んだ実践をした。

モ ー タ ー の軸を糸で回したり、 手回し発頃機を使っ

ての発軍を経験させた。 その結果子どもたちは、 電池

無しでロボドッグ（学習材）が動く事実に鵞き、 発電

の仕組みに触れたことが報告された。

く川口教諭＞

6学年「水溶液の性質」の学習材の安全性を検討し、

実験を一人一人に取り組ませることをめざした授業を

実践した。 ここでは、 未知の水溶液に対して、 児童一

人一人が立ち向かっていかねばならない場面を計画す

ることにより、 予想・実験・結果の考察といった一連

の学習が個の貨任で行われ、 良い結果が得られたこと

が報告された。

＜宮松教諭＞

研修中に行った草花の標本（押し葉）づくりや草木

染の実習を、 教材として授業に取り人れるとすると、

どのような計画が可能かを検討・実践し、 報告した。

実践したのは、自校の敷地に自生する植物の調査と、

その標本作製である。 この調査は、 あらゆる学年での

学習材の選択に生かされるものであり、有意義であっ

た。 また、 草木染の実習を生かす場として、 5学年

「もののとけ方」の単元に着目し、 その単元計画を提

案した。 実践が楽しみである。
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■ 平成15年度 石川県教育センタ ー 指導者養成講座 ■

個が学びを実感できる理科指導のあり方

ーかかわりを生かした問題解決の能力の育成 一

金沢市立諸江町小学校教諭 河 村 真 吾

1. 主題設定の理由

最近、基礎・基本の定着が不十分な子どもが増えた

と感じる。また稼極的な一部の子どもで学習が進み、

何となく学習した気分で、自分が学んだことを実感し

ない子どもが気にかかる。同じ時間を過ごしても、学

びは違うことを痛感している。

このことは、 グル ー プ学習が多い理科で特に考えな

ければならない。現在の子どもは、科学に擬似的な知

識をもつと言われる。また、人とかかわり学習するこ

とも難しくなってきている。 リ ー ダ ー 的な子どもの傍

で埋没したり、知識だけで満足し対象とかかわらない

子どもの存在が気になる。「本当に自分が学んだと感

じているのか？」という疑問が浮かんでくる。

今、評価は目標に準拠した絶対評価へと転換してい

る。集団で育つ個の学びに焦点を当てる必要性がある。

そこで「個が学びを実感する理科学習」をめざし、

本主題を設定した。

2. 研究の目的

個が自分の学びを実感できる理科学習をめざすため

に、かかわりを生かした問題解決の能力の育成方法を

明らかにする

3. 研究の内容

(1) 子どもを学習に引き寄せる要素（授業観察14時間）

①教師の資質、②個の追究の保節、③個の学びが

存在する集団、④言葉の存在、⑤変容の自覚

(2) 理科教育の専門家からの助言

①角屋重樹氏（広島大学）

・個が「創る知」や 「知の創り方」を獲得する様

子を追跡する。

・「個が学びを実感した姿」を明確にする。

②西川純氏（上越教育大学）

・個が学ぶ学習集団の規範づくりをする。

「運搬役」の発生を防止する。

(3)「個が学びを実感した姿」の明確化

学習によって、子どもに何らかの変容が起きるが、

求めるものは、成長した、進歩したと感じる変容で

なければならない。つまり、個が自分にとって価値

がある変容だと感じている状態である。これを具体

的に次の4つでとらえる。

創る知 かかわりの良さ

知を創る楽しさ

知の創り方 認知的要素

情意的要素

(4) 問題解決の能力育成モデル

冒蘊
[

ご

互c

5年条件制御

6年多薗的

図表l

言

言

知を創る楽しさ

(5) 授業実践

4年「もののかさと温度」

ア ． 創る知

・創った知を一魏表

に蓄栢することで、

変容の様子を見る

ことができる。

・ 子 ど も の 考 え の

「揺さぶり」は、

結果の事実だけで

なく、話し合いに

よっても起きる。

（図表2)

・個が自分の見方や

考え方を修正でき

る指甜計画を作成

することで、知を

創り、その知を獲

得することができ

る。

ィ ． かかわりの良さ

・個に見方や考えを

もつ場面や表出す

る場面を設けるこ

とで、自分の見方や考えを意識することができる。

・考えをもてない子どもは、友達がモデルとなり、真

似て考えをもち学習に参加することできる。

・個の見方や考え方は、 他者とのかかわりによって

「揺さぶり」がかけられ、論理的、科学的に磨かれ

る。

図表2 創る知の変容
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ウ
． 知の創り方 1 図表3知の創り方①の変容

・子どもはレポ ー トの評価 （理由の内容）
に関心があり、 視点を明
確することで、 まとめに

価値を感じ、 考えに筋道
ができてくる。（図表3)

・言葉や図の表現が子ども

の思考するときの支援と

なる。

・問題解決の能力は剥離が
起きやすく、 定着させる
ためには、継続的に指迎

していくことが効果的で

ある。（図表4)

エ ． 知を創る楽しさ

・個の見方や考え方などの

学びの跡を残し、 振り返

る場を設定することで、

自己の変容に気付くこと
ができる。

イメージ

一次 空気のかさと温度

ox 巫 巫 四 巫 1a”‘

二次 水のかさと温度

9l75X 

イメージ 2ti47% 

科学情Iii

生活経験 4118" 

既習

0％ 巫 40％ 匹紐1a”‘
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験
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Ill
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学
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ィ

H

生

改 巫 巫 四紐 1砥

的・論理的に磨か

れる。

(2) 「問題解決の能

力育成モデル」を
イメ ー ジし、 「創

る知」、「知の創り

方」、「かかわりの

良さ」を求めて指

迎計画を立てるこ

と で 、 子 ど も が

「知を創る楽しさ」

を味わうことがで

きる。

(3) 学習状況を「知

を創る」、「知の創

り方」、「かかわり

の良さ」 の3つの

点から把握し、 一魏表に蓄栢することで形成的評価

として生かすことができ、 個に「問題解決の能力」

を身に付けさせることができる。（指甜と評価の一

体化）
(4) 個に学びを自己評価する場を設定することで、 自

分に斑質・能力が身に付いたことなどの変容に気付

き、 学びの満足感を得て個が自分の学びを実感する

図表4知の作り方②の変容
（問題解決の能力）

「関係付け」
la”‘ 

紐

「比較」
1砥

紐

紐

“”‘ 

巫

y 

4. 結 論

(1) 理科学習においては他者とのかかわりが重要な働

きをもつ。 学習以前に個がもつ「既有の知」 が、 か

かわりによって「揺さぶり」をかけられ、 集団内で

自己の問い直しが起き、 筋道の立った考えへと科学

ことができる。

※研究内容の一部抜粋

■ 平成 16年度理科関係研修講座一覧 ■

●教科・領域A「基礎・基本を身に付ける指甜法と評価のあり方について」

講座番号・講座名 期 日（日数） 研 修 内 容 等
対 象（定員） ムコ= 場

【310 】 7月30日（金） テ ー マ：理科の世界を広げよう
小学校理科A (1) 目 的：ものづくり・実験等を通して、 いろいろな教材に触れ、 指甜

小・盲・ろう・捉護
県教育センタ ー カの向上を図る。

学校教員
9:00 受付 〇実習「火山噴火モデル実験」
9:30 開始 0講義と実習「学校飼育動物の扱いかた」

(20) 16:30 終了 講師 県内獣医師
※実習用の上着（白衣等）持参

【311】 8月25日（水） テ ー マ：知的好奇心をゆさぶる教材
小学校理科B (1) 目 的：ものづくり・実験等を通して、 いろいろな教材に触れ、 指郡

小・盲・ろう・養護
県教育センタ ー

カの向上を図る。
9:00 受付

学校教員 9:30 開始 〇実習「電気のおもちゃ」他

(20) 16:30 終了 ※実習用の上行（白衣等）持参

【312 】 10月6日（水） テ ー マ：身近な索材を生かす体験軍視の学習指迎～石動山とプナ林～
地域素材体験A (1) 目 的：地域の素材を総合的に学習する事例を体験し、 指迎力の向上
く能登地区＞ 石動山 を図る。

全校種教員、実習助手
9:00 受付 0石動山の歴史、 神社仏閣の調査方法
9:30 開始 〇ブナ林の植生観察・土壌動物観察

(15) 16:30 終了 ※野外観察に適した服装、 雨具用意、 雨天決行
※集合場所：石動山資料館横駐車場

【313】 10月26日（火） テ ー マ：身近な素材を生かす体験重視の学習指祁～樹木に触れよう～
地域素材体験B (1) 目 的：ものづくりを地域の自然と関連づけ、 理科の教材とする。
く金沢地区＞ 県林業試験場樹木公園 〇観察・実習「樹木に触れよう」

全校種教員、実習助手
13:00受付 〇樹木を観察し、 樹木を使ったものづくりをする。
13:30開始 ※野外観察に適した服装、 雨具用意、 雨天決行

(12) 16:30終了 ※集合場所：樹木公園入口駐車場
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講座番号・講座名 期 日（日数） 研 修 内 容 等
対 象（定員） ム云 場
【314 】 10月8日（金） テ ー マ：身近な素材を生かす体験重視の学習指迎～地陪・化石～

地域素材体験c (1) 目 的：地域の自然環境を索材とした体験型学習の工夫と指郡力の向
く加賀地区＞ 尾口村、吉野谷村の 上を図る。

全校種教員、実習助手
手取川中・上流周辺 〇実習「地屈観察の基礎」

13·00 受付 0実習「手取川の歴史と古環境の移りかわり」
(12) 13:30 開始 ※野外観察に適した服装、雨具用意、雨天決行

16:30 終了 ※集合場所：県教育センタ ー

【315】 7月29日（木） テ ー マ：身近な素材を生かす体験璽視の学習指甜と教材化
地域素材体験D (1) 目 的：地域の自然環境を素材とした体験型学習の工夫と指迎力の向
＜臨海実習＞ かほく市大崎海岸周辺 上を図る。

全校種教員、実習助手 9:00 受付 〇実習 砂浜にすむ土壌動物・植物・昆虫の観察
9:30 開始 ※野外観察に適した服装、長靴、昼食弁当が必要、雨天決行

(15) 16:30 終了 ※集合場所：県立内灘高等学校駐車場

【316 】 7月22日（木） テ ー マ：生物・物理領域における観察実験の工夫
中学校理科 (1) 目 的：生物・物理各領域における教材のエ夫をすることにより、指
中・盲・ ろう•投護 県教育センタ ー 導法の改善を図る。
学校 理科担当教員、 9:00 受付 〇実習 「植物群落調査法の実際」
理科実習助手 9:30 開始 〇実習 「手軽にできる大気圧実験」

(15) 16:30 終了 ※白衣を持参、野外活動に適した服装の準備、雨具

【317 】 8月3日（火） テ ー マ：授業に役立つ教材活用
専門理科［物理］ (1) 目 的：児童•生徒の腿味•関心を高める話題や教材を通して授業づ

全校種理科担当教員、
県教育センタ ー くりを考える。

9:00 受付 〇講義「最新の天文学と惑星探杏」理科実習助手 9·30 開始 講師 国立天文台助教授 渡辺 潤一
(15) 16:30 終了 〇実習「赤外線を利用した教具の制作J

※講義は専門理科合同開催

【318】 8月3日（火） テ ー マ：実践に役立つ教材活用
専門理科［化学］ (1) 目 的：児童•生徒の輿味•関心を高めるとともに、生徒実験の幅を

全校種理科担当教員、
県教育センタ ー 広げる教材の有用性を探る。

9:00 受付 〇講義「最新の天文学と惑星探査」理科実習助手 9:30 開始 講師 国立天文台助教授 渡辺 潤一
(20) 16:30 終 r 〇実習 微結晶の製作と観察

〇実習 天日塩のへき開を用いたアボガドロ定数の測定
※講義は専門理科合同開催

【319 】 8月3日（火） テ ー マ：授業で役立つ微小生物実験
専門理科［生物］ (1) 目 的：演示実験•生徒実験等で使える微小生物の培捉、観察、実験

全校種理科担当教員、
県教育センタ ー をマスタ ー する。

理科実習助手
9:00 受付 0講義「最新の天文学と惑星探査」
9:30 開始 講師 国立天文台助教授 渡辺 潤一

(20) 16:30 終了 〇アメ ー バ、 ゾウリムシなどの微小生物を使った実験
※講義は専門理科合同開催

【3 2 0] 8月3日（火） テ ー マ：天体の運動と教材としての可能性
専門理科［地学］ (1) 目 的：幅広い視点から天文領域を見ることにより、理科の教員とし

全校種理科担当教員、
県教育センタ ー ての資質を高める。

9:00 受付 〇講義「最新の天文学と惑星探査」理科実習助手 9:30 開始 講師 国立天文台助教授 渡辺 潤一

(15) 16:30 終了 0講義と実習「プラネタリウムを使った天体の位四・天体観察の基礎」
※午後は会場を金沢市キゴ山天体観察館に移動。 各自移動できるよう

手配すること。
※講義は専門理科合同開催

●継続研修

講座番号・講座名 期 日（日数） 研 修 内 容 等
対 象（定員） 会 場
【503】 6 

月
月
月
月
月
月
月

2 日（
（
（ 

水

水
月金水

金火

） 
） 
） 
） 

） 

1 
） テ ー マ：理科を楽しんで学ぶ子どもをめざして

継続研修 6 28日 目 的：理科の学習を支える基本的な実験・観察の知識及び技能を習7 30日
小学校理科

10 
8 9 2

2
15

59 

日
日
日

（ 
（ 
（ 

得し、教材研究・開発の一端とする。

小・盲・ ろう・旋護 〇講演「小・中・高をつなぐ理科のあり方と確かな学力」
学校教員 11 30日（ 講師 金沢大学教育学部助教授 松原 道男(7) 

(8) 県教育センタ ー 〇実習「各学年の内容からの基本的な実験」
9:00 受詈付 〇実習「縦断的•発展的な内容の教材研究•ものづくり」9:30 

16:30 了
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●継続研修

講座番号・講座名 期 日（日数） 研 修 内 容 等
対 象（定員） ム＝ 場

【504 】 6月 2日（水） テ ー マ：探究心を高める理科授業のありかた

継続研修 6月28日（月） 目 的：中学校理科の授業に関する課題追求型の研修で理科担当教員

中学校理科 7月22日（木） の指導力と査質の向上を図る。

中・盲・ ろう・従護
8月 3日（火）

0講演「小・中・高をつなぐ理科のあり方と確かな学力」
9月15日（水）

学校理科担当教員 10月29日（金） 講師 金沢大学教育学部助教授 松原 道男

(5) 11月30日（火） 〇新しい理科教育のあり方を目指した教材研究

(7) 〇科学的専門性を深めるための自由研究（テ ー マは各自選ぶ。 ）

県教育センタ ー 〇研究テ ー マ例：

9:00 受付 ・オ旨禅改善へつなげる評価規準の作成と評価法
9:30 開始 ・地陪観察の基礎技能の習得と学習指迎案づくり

16:30 終了 ・植生調査の基礎技能の習得

【505】 6月 2日（水） テ ー マ：探究活動や課題研究に対応できる実験実習を習得と開発

継続研修 6月28日（月） 目 的：探究活動や課題研究に対応できる実験実習を習得する新たな

高等学校理科 7月29日（木） 教材を開発する。

高・盲・ ろう・捉護
8月 3日（火）

〇講演「小・中・高をつなぐ理科のあり方と確かな学力」
9月15日（水）

学校理科担当教員 10月29日（金） 講師 金沢大学教育学部助教授 松原 道男

(5) 11月30日（火） 〇逍伝子組み換え実験、パ ソコンを使った実験など新しい実験の習得

(7) 〇探究活動や課題研究に対応できる教材作り

県教育センタ ー

9:00 受付
9:30 開始

16:30 終了

●自主研修 教職員土曜スク ー ル「資質向上のための研修や教材実習などを通して、自己研銅を図る教戦員の自主的

な研修活動を支援する。」

講座番号・講座名 期 日（日数） 研 修 内 六合 等
対 象（定員） 会 場

【 709 】 11月13日（土） テ ー マ：凧をつくって揚げよう
自然派！ものづくりA (1) 目 的：凧を工夫して作り、揚げることを通して、凧と風との関係に
「凧づくり」 県教育センタ ー

ついて考える。
全校種教職員

9:00 受付
9:30 開始 〇実習「凧づくりと凧揚げ」

(10) 12:00 終了

【 710】 10月23日（土） テ ー マ：塩づくりと結晶の観察

自然派！ものづくりB (1) 目 的：身近な索材から塩づくりを体験し結晶の観察を通して、実験

「塩づくり」 奥能登行政センタ ー 技能を習得する

全校種教職員
9:00 受付

〇「藻塩焼き」による塩づくり9:30 開始
(10) 12:00 終了 〇灰塩による塩づくり

0岩塩によるへきかいづくりと観察

【 711】 12月4日（土） テ ー マ：食材を利用した地学実験
食材を利用した地学 (1) 目 的：手軽に入手できる材料を使った地学実験を体験する。
実験 県教育センタ ー

全校種教戦員
9:00 受付 〇実習 ココアを使った火山と溶岩ド ー ムづくりなど
9:30 開始 ※実習に適した服装が必要

(10) 12:00 終了

【 712 】 11月27日（土） テ ー マ：微生物を教材とした環境教育

金沢大学連携講座 (1) 目 的：地球深境問題をミクロの世界から見つめ、環境教育への取り

［環境（理科）］ 県教育センタ ー 組みを探る。

全校種教職員
9:00 受付

0講義と実習「バクテリアから見た地球環境の変化」
9:30 開始

(20) 12:00 終了 講師 金沢大学理学部教授 EEi崎 和江
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◆県内理 科関係行事◆

◇第41回石川県理科研究大会（加賀・江沼大会）
大会主題：小・中・高をつなぐ理科教育のあり方
研究主題：自然と対話し、環境を生かした理科学習
期 日 ：11月18日（木）
会 場：〈全体会、分科会、記念講演〉

加賀市文化会館
〈公開授業〉 加賀市立庄小学校

加賀市立錦城中学校
石川県立大聖寺高等学校

記念講演講師：金沢工業大学教授 敷田 麻美

◇第48回石川県児童•生徒科学作品コンク ー ル
県審査対象

ア ． 小・中学校にあっては、各地区ごとの選考会
で選出された作品

イ ． 高等学校・盲・ろう•投護学校にあっては、
校長の推囲する作品

締め切り 平成16年9月17日（金）
各地区→石川県教育センタ ー

（各地区への応募締切は別途決定されます。）
表彰式 平成16年10月16日（士）石川県教育センタ ー

作品展示会 石川県教育センタ ー 会場
平成16年10月16日（土）・17日（日 ）

金沢会場（金沢市西町教育研修館）
10月23日（土）～11月3日（祝• 水）

小松会場（小松市教育センタ ー ）
11月6日（土）• 7日（日 ）

◇第 6回いしかわ高校生物のつどい
期 日 平成16年11月20日（土）
会 場 石川県立金沢二水高等学校
主 催 石川県高等学校教育研究会生物部会

◇第19回石川地区中・高等学校生徒化学研究発表会
期 日 平成16年12月23日（祝·木）
会 場 石川県教育自治会館
主 催 日本化学会近畿支部

石川化学教育研究会

◆全国理科研究大会等◆

◇第37回 全国小学校理科研究大会（奈良大会）
大会主題 「創造性を培い、たくましく生きる人間

を育てる理科教育」
研究主題 「自然と対話し、子どもが共に創る理科学習」
会 期 平成16年10月28日（木）・29日（金）
会 場 第1日奈良市男女共同参画センター（理事会）

なら100年会館（全体会、講演）
第2日奈良市済美小学校

平群町立平群東小学校
明日香村立明日香小学校

◇第44回 日本初等理科教育研究会全国大会 （旭川大会）
大会主題 子どもに生きる力を

～新しい時代を拓く教育への挑戦～
研究主題 確かな科学観を築き、自然を豊かに感じる子ども
期 日 平成16年10月14日（木）・15日（金）
会 場 旭川市立緑新小学校

旭川市立愛宕東小学校
北海道教育大学附属旭川幼稚園

◇第13回 全国小学校生活科・総合的な学習教育研究
協議会研究大会茨城大会
テ ー マ 『人・社会・自然とかかわり自己を高める子ども」

一身近な環境とのかかわりを広げ、深める
生活科・総合的な学習一

日 程 平成16年10月28日（木）・29日（金）
会 場 第 1 日 茨城県県民文化センタ ー（全体会）

第 2 日 水戸市立三の丸小学校、
水戸市立五軒小学校、水戸市立渡里小学校、
水戸市立吉田小学校

◇第 3 回 科学教育研究会全国大会
期 日 平成16年11月26日（金）
会 場 埼玉県蓮田市立蓮田南中学校

-20-

◇第51回 全国中学校理科教育研究会（岩手大会）
大会主題 自然に親しみ、主体的に学び取る力を育

てる理科教育
研究主題 実感をともなった授業の創造
期 E1 平成16年8月 5 日（木）．6日（金）
会 場 盛岡市民文化ホ ー ル、ホテルメトロポリタン

◇平成16年度 全国地学教育研究大会
日本地学教育学会第58回全国大会（岡山大会）
期 日 平成16年8月20日（金）～23日（月）

◇平成16年度 全国理科教育研究大会
第75回 日本理化学協会総会
大会主題 「新発想の理科教育 一 古都からの発信 ー 」
期 日 平成16年8月3日 （火） ～5日 （木）
場 所奈良大学

◇平成16年度日本生物教育会第59回全国大会（愛媛大会）
主 題 光と海と森に学ぶ生物教育
期 日 平成16年8月3日 （火） ～6日 （金）
主会 場 愛媛県生涯学習センタ ー

（松山市上野町甲650番地）

◇第44回 北信越理科教育研究会（長野大会）
大会主題 21世紀を支える理科教育

ー科学する心を育てるために 一

期 日 平成16年8月17日（火）・18日（水）
会 場 飯田市民会館
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